
 
 
 
 
  
 
 

2006年1月14日（土）より、東京藝術大学大学美術館（台東区上野公園）にて、日本ユネスコ協会連盟

らの主催で写真・映像展「世界遺産からSOS～アジア危機遺産からのメッセージ～」が開催されます。 

 

 世界遺産の中でも、武力紛争や自然災害、都市開発などによって重大な危機がおよんでいる遺産は、

「危機にさらされている世界遺産リスト（危機遺産リスト）」に登録されます。現在、危機遺産リストに登

録されている世界遺産は34。その内、約3分の1がアジアに存在しています。 

  

 この展覧会は、これらの危機遺産を救い、未来の世代へ伝えるために、「私たちに何ができるのか」、

「何をしなければならないのか」を訴えかけるために開催されるものです。 

皆様のご来館をお待ちしております。 

 

詳しくは、http://www.nhk-p.co.jp/event/sekai/index.html をご覧ください。 
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（社）日本ユネスコ協会連盟は、1947年、ユネスコ憲章の精神に共鳴した人びとによって、世界にさきがけて仙台で始められた民間ユネスコ運動を続けるユネス

コ協会の連合体です。現在ユネスコ協会の数は日本各地に約300、「世界の平和と人類の福祉」の実現を目的に、教育支援活動としての「ユネスコ・世界寺子屋運

動」や有形・無形の自然や文化を守るための「世界遺産活動」、未来を担う子どもたちを応援する「青少年育成活動」などに取り組んでいます。 

 ■開催期間：2006年1月14日（土）～ 2月5日（日） 

 

 ■場所：東京藝術大学大学美術館（東京都台東区上野公園12-8） 

 

 ■開館時間：午前10時～午後5時（入館は午後4時30分まで） 

 

 ■休館日：毎週月曜日 

 

 ■入場料：一般500円/大学生,高校生300円/中学生以下無料 

 

 ■主催：（社）日本ユネスコ協会連盟 他 


